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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 8,197 25.7 893 ― 1,006 ― 550 ―
22年3月期第2四半期 6,523 △38.8 △276 ― △9 ― △101 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 47.96 ―
22年3月期第2四半期 △8.81 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 19,144 12,089 58.1 969.40
22年3月期 20,018 12,017 54.1 943.02

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  11,132百万円 22年3月期  10,829百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
23年3月期 ― 6.00
23年3月期 

（予想）
― 10.00 16.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,800 12.0 1,450 167.1 1,500 45.7 770 58.1 67.05



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 11,500,000株 22年3月期  11,500,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  16,635株 22年3月期  16,444株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 11,483,505株 22年3月期2Q 11,484,148株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報  

当第２四半期（４～９月）における経済情勢は、前半は中国を中心としたアジア諸国の成長に伴

う外需の増大や、国内外の経済対策の効果等を背景に、景気は回復基調で推移しました。しかしな

がら、後半に入り、厳しい雇用環境やデフレ状況の中で、急激な円高の進行に見舞われたため、不

透明な状況が続きました。 

このような環境の中で、当社グループは、中国向けのデジタル家電等の需要増加や国内外の景気

回復によるＩＴ・自動車関連製品の需要伸長を背景に、総じて堅調な販売を続けることができまし

た。しかしながら、一部主力の製品につきましては、競合メーカーとの競争が一層激化するほか、

期後半に入り海外経済の減速等の影響により需要の伸びが鈍化するなど、厳しい状況となりまし

た。  

このような状況のもと、当社グループは、さらなる収益の改善と向上を図るため、本年４月に事

業部門を再編のうえ、既存製品の拡販と新規製品の開発・市場投入のスピードアップに一層注力す

るとともに、生産効率の向上やコストダウンの徹底など経営全般にわたり競争力強化のための効率

化・合理化に鋭意取り組んでまいりました。 

 その結果、売上高は 百万円（前年同四半期比 ％増）となり、営業利益は 百万円（前

年同四半期は営業損失 百万円）、経常利益は 百万円（前年同四半期は経常損失 百万

円）、四半期純利益は 百万円（前年同四半期は四半期純損失 百万円）となりました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

※当社は、激変する事業環境に対応した競争基盤の強化に向けて、事業部門の機能を強化すべく組

織改正を行い（平成22年４月１日付）所管事業の変更を行いました。これに伴い、当期より主なセ

グメントとして化学品、機能材料、工業材料の３セグメントに変更しております（従来は単一セグ

メントとして部門別の売上高を開示）。 

＜化学品＞ 

・トリメチルフェノール 

 クレゾール誘導品の主力製品であるトリメチルフェノールは、家畜用飼料の添加剤に使用され

るビタミンＥの原料として、主に中国及び欧州向けに輸出されております。 

 当第２四半期においては、期後半に至り中国向けの輸出が低迷したものの、期全般としては需

要が堅調に推移したため、売上高は前年同四半期に比べ増加しました。 

・その他クレゾール誘導品 

 当第２四半期においては、精製ＢＨＴ等の酸化防止剤用途向け製品の需要が伸長したため、売

上高は前年同四半期に比べ大幅に増加しました。 

・ビフェノール 

 ビフェノールは、パソコン・携帯電話等のＩＴ関連機器やデジタル家電の電子部品に用いられ

る耐熱性・精密成形性に優れた液晶ポリマー（ＬＣＰ）の原料として使用されております。 

 当第２四半期においては、ＩＴ関連機器やデジタル家電の順調な需要伸長を背景に国内販売が

好調に推移したため、売上高は前年同四半期に比べ大幅に増加しました。 

・ビスフェノールＦ 

 ビスフェノールＦを使用したエポキシ樹脂は、加工性と金属接着性に特に優れており、ノンハ

ロゲンタイプの難燃性積層板や粉体塗料等の土木・建設材料用途に使用されております。 

 当第２四半期においては、特に電子部品向けの需要が伸長し販売が順調であったため、売上高

は前年同四半期に比べ増加しました。 

 この結果、化学品セグメントの当第２四半期における売上高は 百万円、セグメント利益は

百万円となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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＜機能材料＞ 

・フォトレジスト材料 

 フォトレジスト材料は、半導体およびＬＣＤ（液晶ディスプレー）の製造過程で使用されてお

ります。 

 当第２四半期においては、ＩＴ関連機器やデジタル家電の堅調な需要伸長を背景に、半導体及

びＬＣＤ用のいずれも好調な販売であったため、売上高は前年同四半期に比べ大幅に増加しまし

た。 

・特殊ビスフェノール 

 特殊ビスフェノールは、耐熱性と光学特性に優れており、自動車部品や光学・電子部品に用い

られる特殊ポリカーボネート樹脂やエポキシ封止材・積層板に用いられる特殊エポキシ樹脂の原

料として使用されております。 

 当第２四半期においては、自動車部品や光学・電子部品用途向けの需要が堅調に推移し、特殊

ポリカーボネート樹脂及び特殊エポキシ樹脂向けのいずれも好調な販売であったため、売上高は

前年同四半期に比べ増加しました。 

 この結果、機能材料セグメントの当第２四半期における売上高は、 百万円、セグメント利

益は 百万円となりました。 

＜工業材料＞ 

・特殊ビスフェノール 

 自動車部品向けの特殊ポリカーボネート樹脂の原料に使用される特殊ビスフェノールは、主に

海外拠点のハイビス社において製造販売されており、当第２四半期においては、堅調な需要を背

景に販売数量が大幅に増えたものの、円高の影響を受けたため、売上高は前年同四半期に比べ若

干の増加となりました。 

・受託品  

 当第２四半期においては、一部を除くほとんどの受託品について販売数量が増えたため、売上

高は前年同四半期に比べ増加しました。 

 この結果、工業材料セグメントの当第２四半期における売上高は、 百万円、セグメント利

益は 百万円となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期末の総資産は、前連結会計年度末に比べて 百万円減少し、 百万円となりま

した。 

 流動資産合計は、現金及び預金の増加（ 百万円）、売掛金の減少（ 百万円）等により、前

連結会計年度末に比べて 百万円減少し、 百万円となりました。 

 固定資産合計は、機械装置及び運搬具の減少（ 百万円）等により、前連結会計年度末に比べて

百万円減少し、 百万円となりました。 

 負債合計は、買掛金の減少（ 百万円）、短期借入金の減少（ 百万円）等により、前連結会

計年度末に比べて 百万円増加し、 百万円となりました。 

 この結果、自己資本比率は ％となり、前連結会計年度末に比べて ポイント上昇しまし

た。  
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年５月14日に発表しました連結業績予想につきましては、平成22年10月26日発表の「業

績予想の修正に関するお知らせ」にて、以下のとおり修正しております。 

 当第２四半期においては、当初の想定よりも製品需要が順調に回復したため、好調な販売を続

けることができました。また、生産効率の向上やコストダウンの徹底強化に全社を挙げて取り組

んでまいりました結果、増収増益となりました。 

 なお、平成23年３月期第３四半期以降については、急速な円高や世界経済の減速等、先行き不

透明な状況が予想されます。当社グループの平成23年３月期における通期の予想値につきまして

は、第２四半期連結累計期間の増収増益を加味し、第３、第４四半期については前回発表を略々

据え置いています。   

  

 平成23年３月期通期連結業績予想値の修正（平成22年４月１日～平成23年３月31日）  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 固定資産の減価償却費の算定方法  

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。 

  

② 税金費用の計算 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に見積実効税率を乗じ

て計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

 なお、この変更による影響額は軽微であります。 

  

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ)  
百万円

  16,500

百万円

  850

 百万円

  1,050

百万円

  360

百万円

  31.35

今回発表予想(Ｂ)  16,800  1,450  1,500  770  67.05

増減額(Ｂ－Ａ)  300  600  450  410   

増減率(％)  5.6  463.6  80.0  116.1   

（参考）前期実績 

（平成22年３月期）  
 14,997  542  1,029  487  42.41

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,010 2,797

売掛金 3,512 3,950

商品及び製品 2,554 2,487

仕掛品 375 362

原材料及び貯蔵品 531 487

その他 187 310

流動資産合計 10,172 10,395

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 5,741 6,404

その他（純額） 2,234 2,182

有形固定資産合計 7,976 8,586

無形固定資産 145 179

投資その他の資産   

その他 854 861

貸倒引当金 △4 △4

投資その他の資産合計 850 856

固定資産合計 8,971 9,622

資産合計 19,144 20,018

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,614 1,673

短期借入金 1,100 2,537

未払法人税等 403 120

役員賞与引当金 10 20

その他 1,165 924

流動負債合計 4,292 5,276

固定負債   

長期借入金 1,400 1,400

退職給付引当金 1,227 1,227

役員退職慰労引当金 80 66

その他 53 29

固定負債合計 2,761 2,724

負債合計 7,054 8,000



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,500 1,500

資本剰余金 1,013 1,013

利益剰余金 8,766 8,330

自己株式 △10 △10

株主資本合計 11,270 10,834

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △25 △20

為替換算調整勘定 △112 15

評価・換算差額等合計 △138 △4

少数株主持分 957 1,188

純資産合計 12,089 12,017

負債純資産合計 19,144 20,018



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 6,523 8,197

売上原価 6,000 6,542

売上総利益 523 1,654

販売費及び一般管理費 800 761

営業利益又は営業損失（△） △276 893

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 2 22

受取補償金 277 117

その他 110 44

営業外収益合計 391 184

営業外費用   

支払利息 45 25

生産休止費用 69 32

その他 9 13

営業外費用合計 124 71

経常利益又は経常損失（△） △9 1,006

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16

特別損失合計 － 16

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△9 990

法人税等 △8 352

少数株主損益調整前四半期純利益 － 637

少数株主利益 99 86

四半期純利益又は四半期純損失（△） △101 550



該当事項はありません。  

  

事業の種類別セグメント情報]  

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 当社及び連結子会社はファインケミカルの専門メーカーとして、同一のセグメントに属する製品の製造・販売を

行っており、当該事業以外に事業の種類がないため記載しておりません。  

  

[所在地別セグメント情報]  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（注） １．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。  

    ２．各区分に属する国又は地域は次のとおりであります。 

       欧州・・・・・・・ドイツ 

  

[海外売上高] 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

（１）欧州・・・・・・・ドイツ、スイス他 

（２）北米・・・・・・・米国 

（３）アジア・・・・・・中国、台湾他 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

[セグメント情報]  

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、本店に製品別の事業部を置き、各事業部は所管する製品について、国内及び海外の包括的な戦略を立

案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は、事業部を基礎とした製品別のセグメントで構成されており、「化学品」、「機能材料」

及び「工業材料」の３つを報告セグメントとしております。 

 「化学品」は、トリメチルフェノール、その他クレゾール誘導品、ビフェノール、ビスフェノールＦ、購入品

等を生産・販売しております。「機能材料」は、フォトレジスト材料、特殊ビスフェノール等を生産・販売して

おります。「工業材料」は、主にハイビス社の特殊ビスフェノール、受託品等を生産・販売しております。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  日本 欧州 計 消去又は全社 連結 

  （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） 

  売上高           

  (１) 外部顧客に対する売上高  5,630  893  6,523  －  6,523

  (２) 
セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 16  －  16  (16)  －

     計  5,647  893  6,540  (16)  6,523

  営業利益又は営業損失（△）  △589  313  △276  (0)  △276

  欧州 北米 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  1,331  19  368  1,718

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  －  6,523

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合

（％） 
 20.4  0.3  5.7  26.4



２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、販売用役等を含んで

おります。 

２．セグメント利益の調整額 百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用 百万円が

含まれております。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

※セグメントの変更について 

 当社は、これまでファインケミカル製品の製造・販売のみの単一セグメントとして開示しておりましたが、激変

する事業環境に対応した競争基盤の強化に向けて、事業部門の機能を強化すべく組織改正を行い（平成22年４月１

日付）所管事業の変更を行いました。これに伴い、当期よりセグメントを化学品、機能材料、工業材料の３セグメ

ントに変更しております。 

  

＜参考：開示区分の対比＞   

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

化学品 機能材料 工業材料 計 

売上高              

外部顧客への売

上高 
 3,837  2,206  2,082  8,126  70  8,197 －  8,197

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

－ －  26  26 －  26  △26 － 

計  3,837  2,206  2,108  8,152  70  8,223  △26  8,197

セグメント利益  384  623  348  1,356  16  1,373  △480  893

△480 △480

（旧部門ベース）  （新セグメントベース） 

  主要製品 
2010年度第２四半期

売上高  
   主要製品 

2010年度第２四半期

売上高 

高機能化学品 

フォトレジスト材料 

トリメチルフェノール 

クレゾール誘導品  

  1,725  化学品 

トリメチルフェノール 

その他クレゾール誘導

品  

ビフェノール 

ビスフェノールＦ 

購入品  

  3,837

高機能樹脂原料 

ビフェノール 

特殊ビスフェノール 

（ビスフェノールＦ・ 

ハイビス社含む）  

  5,161  機能材料 

フォトレジスト材料 

特殊ビスフェノール 

開発品  

  2,206

その他化成品 

受託品 

購入品 

販売用役等  

  1,310
 工業材料 

特殊ビスフェノール 

（主にハイビス社）  

受託品  

  2,082

 その他 販売用役等    70

合計   8,197  合計   8,197



該当事項はありません。  

  

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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